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平成22年
【
町
内
の
火
災
の
現
状
】

　

今
年
に
入
り
火
災
件
数
は
既
に
九
件
と

な
っ
て
お
り
、
近
年
の
火
災
件
数
を
み
て

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

十
一
月
九
日（
火
）〜
十
五
日（
月
）

『「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉
』

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
一
人
ひ
と
り

が
防
火
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
日
常
生
活
で
の
防
火
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
中
に
お
け
る
全
国
の
総
出
火
件
数
は
五
一
、
一
三
九
件
で
、
前

年
よ
り
一
、
二
五
五
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

原
因
別
に
み
る
と
、
一
位
「
放
火
」、
二
位
「
こ
ん
ろ
」、
三
位
「
た
ば
こ
」、

四
位
「
放
火
の
疑
い
」
と
な
っ
て
い
て
、「
放
火
」
及
び
「
放
火
の
疑
い
」
を
合

せ
た
件
数
が
一
一
、
二
〇
五
件
（
全
体
の
二
一
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
九
月
三
十
日
時
点
で
高
い
件
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

気
温
も
低
く
な
り
、
暖
房
機
器
等
を
使
用

す
る
機
会
も
増
え
て
く
る
の
で
、
よ
り
一
層

火
気
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
及
び

 

ガ
ス
事
故
の
防
止
】

　

都
市
ガ
ス
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
便
利

で
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
が
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災

や
爆
発
な
ど
の
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
不
完
全
燃
焼
に
よ
っ
て
発
生

す
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
事
故
も
恐
ろ
し
い

も
の
で
す
。
ガ
ス
を
使
う
と
き
は
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
ガ
ス
機
器
の
正
し
い
取
り
付
け
》

○ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
を
柱
や
壁

に
近
づ
け
て
使
用
す
る
と
、
壁
面
等
を

熱
に
強
い
材
料
で
覆
っ
て
い
て
も
、
内
部

の
木
材
が
炭
化
し
て
低
温
で
も
発
火
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
柱
や
壁
か
ら
は

間
隔
を
取
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
等

は
機
器
と
の
接
続
部
分
を
ホ
ー
ス
バ
ン

ド
等
で
締
め
付
け
、
ひ
び
割
れ
等
の
劣

化
が
な
い
か
時
々
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

《
ガ
ス
機
器
の
正
し
い
取
り
扱
い
》

○ 

ガ
ス
機
器
を
点
火
し
た
と
き
は
、
必
ず

火
が
つ
い
た
か
ど
う
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

揚
げ
物
を
す
る
際
に
は
絶
対
に
そ
の
場

を
離
れ
ず
、
ど
う
し
て
も
離
れ
る
場
合

は
短
時
間
で
あ
っ
て
も
こ
ん
ろ
の
火
を

必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

煮
炊
き
等
を
す
る
際
も
、
鍋
を
火
に
か

け
た
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
、
煮

こ
ぼ
れ
な
ど
に
よ
る
炎
の
立
ち
消
え
や

加
熱
の
し
す
ぎ
に
よ
る
空
焚だ

き
等
が
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 
コ
ン
ロ
の
周
り
は
整
理
し
可
燃
物
等
に

火
が
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

○ 

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の
目
詰
ま
り
は
不
完
全

燃
焼
を
起
こ
し
、
有
毒
な
一
酸
化
炭
素

を
発
生
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
適
度
な
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

《
十
分
な
換
気
》

○ 

空
気
が
不
足
す
る
と
不
完
全
燃
焼
を
起

こ
し
、
有
毒
な
一
酸
化
炭
素
が
発
生
す

る
の
で
大
変
危
険
で
す
。
窓
を
開
け
る

な
ど
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

《
ガ
ス
漏
れ
に
気
づ
い
た
時
の
注
意
点
》

○ 

ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
異
常
に
気
づ
い
た
時

は
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、
窓
を
開
け

て
空
気
の
入
れ
替
え
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
そ
の
際
、
換
気
扇
、
電
灯
の

ス
イ
ッ
チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ
グ
に
は

触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
火
花
が
発
生

し
、爆
発
を
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

《
安
全
装
置
付
ガ
ス
機
器
の
使
用
》

○ 

ガ
ス
栓
な
ど
の
不
完
全
な
閉
止
、
炎
の

立
ち
消
え
、
機
器
の
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

な
ど
に

よ
っ
て
起
き
る
ガ
ス
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
ヒ
ュ
ー
ズ
コ
ッ
ク
、
マ
イ
コ
ン
メ

ー
タ
ー
等
の
安
全
装
置
や
ガ
ス
警
報
器

を
設
置
し
、
吹
き
こ
ぼ
れ
に
よ
る
「
立

ち
消
え
安
全
機
能
」、
揚
げ
物
等
の
調

理
中
に
油
の
温
度
が
上
が
り
す
ぎ
る
前

に
自
動
的
に
ガ
ス
が
止
ま
る
「
天
ぷ
ら

油
加
熱
防
止
機
能
」
な
ど
の
安
全
機
能

が
つ
い
た
ガ
ス
機
器
を
使
用
す
る
こ
と

が
有
効
で
す
。

○ 

安
全
暖
房
器
具
に
は
、
地
震
な
ど
の
揺

れ
を
感
じ
た
り
、
誤
っ
て
倒
し
た
り
し

た
時
に
自
動
的
に
消
火
す
る
「
耐
震
自
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3

特　

集

二
〇
一
〇
防
火
ポ
ス
タ
ー

 

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

　

町
内
の
小
学
校
四
年
生
の
児
童
を
対
象

に
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

九
十
六
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
応
募
作
品
に
つ
い
て
審
査
の
結
果
、

十
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
（
町
長
賞
）】

　
　

長
柄
小
学
校　

原　

桜
子

【
最
優
秀
賞
（
議
長
賞
）】

　
　

一
色
小
学
校　

藤
本
真
輝

【
優
秀
賞
（
消
防
長
賞
）】

　
　

長
柄
小
学
校　

甘
糟
未
帆

　
　

長
柄
小
学
校　

石
川
遼
河

　
　

一
色
小
学
校　

田
中
尋
道

動
消
火
機
能
」
の
ほ
か
に
、
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
の
消
し
忘
れ
に
よ
る
長
時
間
運

転
時
に
自
動
的
に
消
火
す
る
「
消
し
忘

れ
自
動
消
火
機
能
」
な
ど
が
付
い
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ス
に
よ
る
火

災
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
こ
れ
ら
の

ガ
ス
機
器
を
積
極
的
に
利
用
す
る
と
有

効
で
す
。

《
住
宅
用
火
災
・
ガ
ス
・
Ｃ
Ｏ
警
報
器
の

設
置
》

○ 

ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
及
び
ガ
ス
事
故

を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
ガ
ス
漏
れ
と
一

酸
化
炭
素
の
発
生
を
検
知
す
る
、
ガ
ス
・

Ｃ
Ｏ
警
報
器
に
、
熱
又
は
煙
感
知
機
能

が
加
わ
っ
た
住
宅
用
火
災
・
ガ
ス
・
Ｃ
Ｏ

警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
】

　

消
防
法
及
び
葉
山
町
火
災
予
防
条
例
に

よ
り
す
べ
て
の
住
宅
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
平
成
二

十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
設
置
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

で
火
災
を
早
期
に
発
見
で
き
、
命
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
早
期
に
設
置
し
て
大
切
な「
生
命
」

「
財
産
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問 

合
せ　

消
防
本
部
☎
八
七
六

－

〇
一
一
九

内
線
三
二
三

【
優
良
賞
（
危
険
物
安
全
協
会
長
賞
）】

　
　

長
柄
小
学
校　

坂
本
璃
音

　
　

長
柄
小
学
校　

佐
藤
駿
涼

　
　

長
柄
小
学
校　

吉
岡
礁
南

　
　

葉
山
小
学
校　

宮
内
亜
月

　
　

一
色
小
学
校　

猿
渡
健
太

作
品
の
展
示

　

応
募
さ
れ
ま
し
た
作
品
は
十
一
月
八
日

（
月
）か
ら
十
八
日（
木
）の
間
、
保
育
園
・

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
学
び
の
広
場
に
展
示

し
ま
す
。

問 

合
せ　

消
防
本
部
☎
八
七
六

－

〇
一
一
九

　

内
線
三
二
二

十
一
月
九
日
は

 

『
一
一
九
番
の
日
』

　

皆
さ
ん
の
正
確
な
通
報
が
迅
速
・
的
確

な
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
電
話
の
そ
ば
に

自
宅
所
在
地
の
説
明
方
法
や
電
話
番
号
な

ど
の
必
要
事
項
を
書
い
た
メ
モ
を
貼
っ
て

お
く
な
ど
す
る
と
便
利
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
火
災
・
救
助
・
警
戒
等

の
出
場
時
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
八

七
五

－

四
〇
〇
〇
）
に
よ
る
災
害
案
内
を

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
の
紹
介
な
ど
緊
急
通
報
以
外

の
問
合
せ
に
つ
い
て
は
消
防
本
部
ま
で
。

問 

合
せ　
消
防
本
部　

☎
八
七
六

－

〇
一
一
九

普
通
救
命
講
習
受
講
者
募
集

日
時　

十
二
月
十
七
日（
金
）

　

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

場
所　

消
防
庁
舎
地
下
講
堂

対 

象　

町
内
在
住
在
勤
の
十
五
歳
以
上
の
人

定
員　

十
六
人
（
先
着
順
）

申 

込
み　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
消
防
本
部
に
提
出
。

締 

切　

十
一
月
三
十
日（
火
）十
七
時

問
合
せ　

☎
八
七
六

－

〇
一
一
九

　

内
線
二
二
二

町
内
防
火
パ
レ
ー
ド

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
消

防
車
両
が
町
内
を
パ
レ
ー
ド
す
る
予
定
で

す
。
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
が
、
火
災

と
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

日 

時　

十
一
月
十
四
日（
日
）九
時
〜
十
二
時

問 

合
せ　

消
防
本
部
☎
八
七
六

－

〇
一
一
九

　

内
線
三
一
〇

軽
消
防
自
動
車
の
寄
贈
決
定

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら
、
葉

山
町
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防
自
動

車
（
四
輪
駆
動
）
一
台
が
寄
贈
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

問 

合
せ　

消
防
本
部
☎
八
七
六

－

〇
一
一
九

　

内
線
三
一
〇


